
Title 海水のオゾン処理による飼育水の殺菌効果とヒラメ(Paralichthys olivaceus)およびマツカワ(Verasper
moseri)の生存率に及ぼす影響

Author(s) 伊藤, 慎悟; 吉水, 守; 呉, 明柱 他

Citation 水産増殖, 44(4), 457-463
https://doi.org/10.11233/aquaculturesci1953.44.457

Issue Date 1996-12-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/53088

Rights © 1996 日本水産増殖学会

Type journal article

File Information article80.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



〔
水 産 増 殖44巻4号457-463

 SUISANZOSHOKU (1996-H8)〕

海水 の オ ゾ ン処 理 に よる飼 育水 の殺 菌効 果 とヒ ラ メ

(Paralichthys olivaceus)お よ び マ ツ カ ワ

 (Verasper moseri)の 生 存 率 に 及 ぼ す 影 響

伊 藤 慎 悟1,2)・ 吉 水 守1)・ 呉 明柱1)・ 日向 進 一1)・

渡 辺研 一3)・ 早 川 豊4)・ 絵 面 良男1)

(1)北海道大学水産学部微生物学講座,2)現 北海道立中央水産試験場,

3)日本栽培漁業協会厚岸事業場
,4)青 森 県水産増殖センター)

Effects of Ozonized Seawater on Bacterial Population and Survival 
of Cultured Flounders (Paralichthys olivaceus and Verasper moseri)

Shingo ITOH, Mamoru YOSHIMIZU, Oh MUNG-JOO, Shinichi HYUUGA,

 Kenlchl WATANABE, Yutaka HAYAKAWA, and Yoshio EZURA

Abstract

The effects of ozonized seawater on bacterial population and survival of cultured Japanese 

flounder (Paralichthys olivaceus) and barfin flounder (Verasper moseri) were investigated. The 

number of viable bacteria was reduced in more than 99.9 % and Vibrio sp. could not be detected 

after seawater was treated with total residual oxidants (TROs) of 0.5 or 1.0 mg/ l, for 8.5 

minutes. TROs showed toxicity for fish; barfin flounder died 16 and 2 hours at TROs of 0.1 and 

0.5 mg/ l, respectively. However, Japanese flounder could be cultured in ozonized seawater after 

removed of the TROs by charcoal, showing similar survival rates as fish cultured in U. V.-treated 

or non-treated seawater. Therefore, ozonization of seawater seem an effective methods for 

disinfection of fish culture water.

近年,養 殖業や栽培漁業の発展と共に対象生物の疾

病が問題となっている1)。養殖魚介類の疾病防除対策

の一つとして,病 原体フリーの飼育水を使用すること

が検討 され,実 施されている2)。現在,病 原体フリー

の飼育水を供給するために主として紫外線殺菌法が使

用 されているが,紫 外線殺菌法には低温期の殺菌能力

の低下や現在使用されている低圧ランプの紫外線量で

は殺菌されない微生物の存在が知 られている3)。そこ

で今回はこれらの点に関して紫外線より有利なオゾン

殺菌法の実用化の可能性について検討 した。

前報1,4)まで に海水をオゾン処理することにより生

成 されるオキシダントの魚類病原細菌やウイルスに対

する殺菌および不活化効果を検討 し,海 水のオゾン殺

菌法の実験室 レベルにおける有効性を確認 してきた。
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と ころ で,海 水 に オ ゾ ンを注 入 す る こ とで生 成 され

るBrO3-やBrO-な ど の残 留 オ キ シ ダ ン ト(TROs)

には 魚 毒 性 の あ る こ とが 知 られ てい る。TROs濃 度 が

0.Ol～0.04mg/lの 場 合,マ ダ イ(Pagrus major),ク

ロ ダ イ(Mylio macrocephalus),ヒ ラ メ(Paralichthys

 olivaceus)等 に毒 性 が あ る とい う報 告5)が あ る。 一 方,

Wedemeyer et al.6)はTROs濃 度 を0.003mg/l以 下 に

した場 合,魚 に影 響 が 認 め られ な くな る と述 べ て い る。

また,使 用 形 態 に も よる が,実 際 に オ ゾ ン殺 菌 装 置 を

使 用 して い る現 場 に も一部 に オ ゾ ンに よ る殺 菌 効 果 に

疑 問 の声 が あ る5)。

そこで,今 回は生産現場にオゾン発生装置を設置 し

て,飼 育用海水 をオゾン処理 して,TROs濃 度 を0.5

あ るいは1.0mg/lと した場合の海水 中の細菌に対す

る殺菌効果とその時の細菌叢の変化を調べ,現 場にお

ける海水のオゾン殺菌法の有効性を検討 した。同時に

TROsの マ ツカワ(Verasper moseri)稚 魚 に対する魚

毒性を検討した。さらに,オ ゾンを海水に注入するこ

とで生成されるオキシダントを除去する目的で活性炭

を用いた場合のTROs除 去効果およびオキシダントを

除去した海水を用いてヒラメを飼育 した場合の生長お

よび生残率に及ぼす影響を比較検討 し,生 産現場への

オゾン殺菌導入の際の条件設定を行った。

材料および方法

オゾン処理装置設置場所および供試海水の採取法

前報1,4)と同 じ型式のオゾン発生装置(荏 原実業株式

会社,OZSD-1000型)を 青森県水産増殖センター,日

本栽培漁業協会厚岸事業場および北海道福島町吉岡ヒ

ラメ中間育成施設内に設置し,飼 育用濾過海水をオゾ

ン処理後,曝 気 し,活 性炭槽を通 してTROsを 除去 し,

ヒラメあるいはマツカワの飼育用海水 とした。なお,

日本栽培漁業協会厚岸事業場では,1995年 度 にオゾン

殺菌装置を同一メーカーの実用機 と置 き換えたが,

TROs濃 度は同一に設定 した。飼育用濾過海水,オ ゾ

ン処理海水および活性炭通過海水を滅菌容器に採取

し,生 菌数の測定に供試した。オゾン処理海水 として

は濾過海水にオゾンを接触 させた海水を,活 性炭処理

海水としてはオゾン処理海水を曝気後,活 性炭を通過

させた海水を採取した。なお,3ケ 所 とも流水式紫外

線殺菌装置を併設 してあるため(Fig.1),一 部紫外

線による殺菌効果も測定した。

生菌数測定法 飼育用濾過海水の生菌数は滅菌75%

Herbst人 工 海水で10倍 希釈液列 を作成 し,各 希釈段

階から0.1mlず つ を海水寒天培地平板7)2枚 に塗抹 し

Fig.1. Equipments forozonization and U. V. treat-

ment of seawater.

た。オゾン処理海水の生菌数は,0.45μmフ ィルター

(Millipore HA)を 用 いて100ml濾 過 し,フ ィルター

をSA寒 天平板に貼 り付けて培養 した。活性炭処理海

水の生菌数は,濾 過海水と同様に供試海水を0.1mlず

つSA平 板 に塗抹する方法 と0.45μmフ ィルターを用

い50mlを 濾過後,フ ィルターをSA寒 天平板に貼 り

付ける方法を併用した。その後,各 平板を20℃ で7日

間培養 し,寒 天平板上およびフィルター上に生 じたコ

ロニー数から生菌数を求めた。

細菌の分離および同定法 最適希釈平板上およびフ

ィルター上に生じた一定面積中のコロニーを無作為に

各々30個 釣菌 した。なお,最 低希釈平板が30コ ロニー

に満たない場合は全てのコロニーを釣菌した。純粋培

養を行って得た供試菌株についてコロニーの形状,グ

ラム染色,オ キシダーゼ試験,カ タラーゼ試験,鞭 毛

染色,運 動性,グ ルコースの酸化 ・醗酵(OF)試 験,

塩類要求性,ゼ ラチン分解能,DNA分 解能,寒 天分

解能,色 素産生能 を調べ,絵 面8)の海洋細菌の簡易同

定表に従い分類 した。

残 留 オ キ シ ダ ン ト(TROs)の マ ツ カ ワ稚 魚 に対 す

る魚 毒 性 日本 栽 培 漁 業 協 会 厚 岸事 業所 で飼 育 中 の マ

ッ カ ワ稚 魚 を供 試 し,0.5t水 槽 にTROs濃 度 を約0.

1 mg/lと 約0.5mg/lに 調 整 した 海 水 を 流 し,マ ツ カ ワ

稚 魚 を各5尾 ず つ 収 容 し,毒 性 の 有 無 を調 べ た 。 マ ッ

カ ワ の 魚 体 重 は27.7～48.2g,体 長 は11.6～13.9mm

で あ っ た。 なお,海 水 の 温 度 は1.4～1.7℃ で あ っ た 。

活性炭でオキシダントを除去 した海水 を用いたヒラ

メの飼育試験 青森県水産増殖センターで飼育用濾過

海水をオゾン処理 した後,活 性炭を通過させた海水,

紫外線処理 した海水および無処理の海水 を0.5t水 槽
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各2基 に導 き,平 均 魚 体 長 が16.3mmの ヒ ラ メ の稚 魚

を そ れ ぞ れ2,500尾 宛 各 水槽 に収 容 し,29日 間 飼 育 し

た。 水 温 は15～20℃,流 入 水 量 は各 区101/minに 設

定 し た 。 な お,オ ゾ ン 処 理 区 のTROs濃 度 は,1.O

mg/lと し,8.5分 間処 理 し,紫 外 線 処 理 区 の紫 外 線 照

射 量 は6.4×104μW・sec/cm2と した 。

福島町吉岡ヒラメ中間育成施設では,養 魚施設内に

1t水 槽を3基 設置 し,前 記同様 オゾン処理区,紫 外

線処理区,対 照区を設けた。平均魚体長23.7mmの ヒ

ラメの稚魚を2,000尾 ず つ収容 し,49日 間飼育 した。

水温は20℃,流 入水流量は各区101/minに 設定 した。

オゾン処理条件は青森県水産増殖センターと同一条件

とし,紫 外線照射量は1.0×104μW・sec/cm2に 設 定

した。

結 果

青森県水産増殖センターでの飼育用濾過海水の殺菌

効果と細菌叢の変化 青森県水産増殖センターの飼育

用海水 をTROs濃 度 が1.Omg/lと な るようオゾンを

注 入 し,8.5分 間 処 理 した場合 と6.0×104μW・

sec/cm2の 紫外線で処理 した場合の飼育用海水の生菌

数と細菌叢の変化を検討した。1992年6月4日 ～同年

7月2日 の生菌数の変化をTable1に 示 した。実験開

始時の6月4日 では採取した各試料の生菌数は飼育用

濾過海水の生菌数が1.7×101CFU/ml,オ ゾ ン処理後

の生菌数は1.0×102CFU/ml未 満,活 性炭通過後の生

菌数は3.6×102CFU/ml,紫 外 線処理後の生菌数 は

1.2×101CFU/mlで あ り,飼 育用海水をオゾン処理す

ることにより生菌数は,99.9%以 上減少 した。同様に

6,月11日,18日,25日,7月2日 に採取 したオゾン処

理海水の生菌数 も濾過海水と比較 して99.9%以 上減少

していた。一方,こ の時の紫外線処理海水の生菌数は

濾過海水より約90%減 少 していた。なお,オ ゾン処理

後に活性炭を通過させた海水の生菌数は濾過海水 とほ

ぼ同程度の生菌数で推移 した。

ま た,同 期 間 中 の菌 叢 の 変化 をFig.2に 示 した 。

Table 1. Viable bacterial counts of non-treated, ozonized, charcoal treated and ultraviolet irradiated seawater in

 Aomori Prefectural Aquaculture Center

* : CFU/ml
.

** : Ozonization: 1
.0mg/l TROs for 8.5 minutes.

*** : Charcoal treated 
water: Seawater was ozonized and then treated with charcoal.

**** : Ultraviolet irradiation
, dose: 6.4 •~ 1041ƒÊW . sec/cm2.

Fig. 2. Change of bacterial flora in non-treated, ozonized, chacol treated and ultraviolet irradiated seawater

 at Aomori Prefectural Aquaculture Center.
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オ ゾ ン処 理 前 の 飼 育 用 濾 過 海 水 は グ ラ ム 陰性 菌 が74%

を 占 め,そ の 主 体 は,Pseudomonas属,Moraxella属,

Flavobacterium属 お よ びAlteromonas属 細 菌 で あ っ た 。

な お こ の時 点 の オ ゾ ン処 理 海 水 か らは コ ロニ ー が 得 ら

れ な か っ た た め に菌 叢 の 観 察 はで き なか った 。 オゾ ン

処 理 後 に 活 性 炭 を通 過 した海 水 で は グ ラ ム 陰 性 菌 が

93%を 占 め,そ の 菌 叢 で は,Flavobacterium属,

Moyaxella属 お よ びPseudomrnias属 細 菌 が 高 率 で あ っ

た 。 また,紫 外 線 処 理 直 後 で もグ ラ ム陰 性 菌 が74%を

占 め,Flavobacterium属,Pseudomonas属,Moraxella

属 細 菌 が優 勢 で あ っ た 。6月ll日 以 降 は オ ゾ ン処 理 海

水 か ら も細 菌 が 分 離 され た が,そ の主 体 は グ ラ ム陽 性

菌 とFlavobacterium属 で あ っ た。 オ ゾ ン処 理 海 水 か ら

はVibrio属 は検 出 され ず,紫 外 線 処 理 海 水 で はAltero-

monas属 細 菌 が 減 少 した。

福 島 町 吉 岡 ヒ ラ メ中 間 育 成 施 設 で の飼 育 用濾 過海 水

の 殺 菌 効 果 福 島町 吉 岡 ヒ ラ メ中 間 育 成 施 設 で の 飼 育

用 濾 過 海 水 のTROs濃 度 を1.Omg/lと し,8.5分 間 処

理 した 場 合 と6.0×104μW・sec/cm2の 紫 外 線 で処 理

した時 の生 菌 数 変化 をTable2に 示 し た。 実 験 開 始 日

の飼 育 用 濾 過 海 水 の 生 菌 数 は9.3×102CFU/ml,オ ゾ

ン処 理 海 水 の 生 菌 数 は8.5×10-2CFU/ml,紫 外 線 処

理 海 水 の生 菌 数 は5.0×101CFU/mlと な り,実 験:開 始

49日 目 の 生 菌 数 も飼 育 用 濾 過 海 水 で6.3×102CFU/

ml,オ ゾ ン処 理 海 水 で3.8×10-1CFU/ml,紫 外 線 処

理 海 水 で3.2×100CFU/mlで あ り,飼 育 用 濾 過 海 水 の

生 菌 数 は オ ゾ ン処 理 に よ り99.9%以 上,紫 外 線 処 理 に

よ り94.6～99.4%減 少 した 。

日本 栽 培 漁 業協 会 厚 岸 事業 場 での 飼 育 用 濾 過 海 水 の

殺 菌 効 果 と細 菌 叢 の 変化 日本栽 培 漁業 協 会厚 岸 事 業

場 に お い て,飼 育 用濾 過 海 水 をTROs濃 度 が0.5mg/

lと な る よ う に オ ゾ ンを 注 入 し,8.5分 間処 理 した 時 の

生 菌 数 と細 菌 叢 の 変 化 を観 察 した 。Table3に み られ

る よ う に,1994年3月22日 に採 取 した 各 試 料 の生 菌 数

は飼 育用 濾 過 海 水 の 生 菌 数 が1.1×102CFU/ml,オ ゾ

ン処 理 海 水 の 生 菌 数 は1.1×10-1CFU/ml,活 性 炭 通

過 後 の生 菌 数 は6.8×100CFU/mlと な り,オ ゾ ン処 理

に よ り,生 菌 数 は99.9%減 少 した。 引 き続 き1995年3

月17日 お よび24日 に採 取 した オ ゾ ン処 理 海 水 の 生 菌 数

もす べ て飼 育 用 濾過 海 水 の生 菌 数 に比 べ99.9%以 上 減

少 して い た 。

また,Fig.3に 示 した よ う に,飼 育 用 濾 過 海 水 の菌

叢 は グ ラ ム 陰 性 菌 が87.0%と そ の 主 体 を 成 し,

Pseitdomrnias属,Alteromonas属,Flavobacterium属 お

よ びMoraxella属 細 菌 が 主 体 で あ っ た。 オ ゾ ン処 理 後

の菌 叢 は,グ ラ ム陽 性 菌 が68.2%と 主 体 を成 し,グ ラ

ム 陰性 菌 は31.8%で あ っ た。 活 性 炭 通 過 後 は グ ラム 陽

性 菌 の割 合 が さ らに増 加 して81.8%と な った 。 この 時

の グ ラ ム 陰性 菌 は 全 てAlterrnnolzas属 細 菌 で あ っ た 。

そ の 後,オ ゾ ン処 理 前 とオ ゾ ン処 理 後 の 飼 育 濾 過 海 水

の 菌叢 は類 似 して い た が,活 性 炭 通 過 後 の菌 叢 は3回

と も異 な り一 定 の傾 向 は認 め られ な か っ た。 なお,3

回 の 調 査 と も に オ ゾ ン処 理 海 水 か らVibyio属 細 菌 は

検 出 され なか った 。

Table 2. Viable bacterial counts of non-treated, ozo-

nized, and ultraviolet irradiated seawater in

 Hirame Culture Center of Yoshioka Fisher-

men's Cooperative Association

* : CFU/ml
.

** : O
zonization: 1.0mg/l TROs for 8.5 minutes.

*** : Ultraviolet irradiation
, dose: 1.0 •~ 104 ƒÊW•E

sec/cm2.

Table 3. Viable bacterial counts of non-treated, ozonized, charcoal treated seawater in Akkeshi station of Japan

 Fish-Culture Association

* : Ozonization: 1
.0 mg/ l TROs for 8.5 minutes.

** : Ch
arcoal treated water: Seawater was ozonized and then treated with charcoal.

*** : CFU/ml
.
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Fig. 3. Change of bacterial flora in non-treated, ozonized, and chacol treated seawater at Akkeshi station of

 Japan Fish-Culture Association.

Table 4. Toxicity of TROs produced by ozonization of seawater to barfin flounder in Akkesi station of Japan

 Fish-Culture Association

* : Total residual oxidants concentrations
.

** : Not determined
.

*** : Number of survival fishes/Number of tested fishes .

オゾン処理により生成 されたオキシダン トのマツ

カワ稚魚に対する影響 オゾンを海水中に注入する

ことにより生成 したオキシダントのマツカワ稚魚へ

の影響 を調べた結果をTable4に 示 した。TROs濃

度が約0.1mg/lと なるように設定 した海水で飼育

したマツカワ稚魚は16時 間後 にすべて死亡 した。 ま

た,TROs濃 度が約0.5mg/lと なるように設定 した

海水で飼育 したマツカワ稚魚は2時 間後にすべて死

亡 した。

青森県水産増殖センターでのヒラメ飼育試験 オゾ

ンで殺菌 し,活 性炭を通過させた飼育用海水(オ ゾン

処理区),紫 外線で殺菌 した飼育用海水(紫 外線処理

区),無 処理の飼育用海水(無 処理区)を 用いて,ヒ

ラメを4週 間飼育 した場合の平均体重,体 長,歩 留 り,

バイオマスの結果 をTable5に 示 した。オゾン処理区

の飼育用濾過海水からはTROsは 検出されず,ヒ ラメ

の歩留 り(最 終生残尾数/投 入時尾数×100)は65.5%

と74.8%(平 均70.2%),紫 外 線処理 区の歩留 りは

73.0%と80.5%(平 均76.8%),無 処理区の歩留 りは

66.5%と76.5%(平 均71.5%)と なった。また,生 残

尾数に魚体重を掛けたバイオマスで比較するとオゾン

処理区では2046gと2114g(平 均2080g),紫 外線処理

区では19159と21749(平 均20459),無 処 理区で は

18959と20459(平 均19709)と な り,3区 間 に大き

な差は認められなかった。

福島町吉岡ヒラメ中間育成施設でのヒラメ飼育試験

オゾンにより殺菌 し,活 性炭を通過させた飼育用海水

(オゾン処理区)と 紫外線処理 した飼育用海水(紫 外
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Table 5. Effects of ozonized and ultraviolet irradiated seawater on the growth of Japanese flounder at Aomori

 Prefectural Aquaculture Center

*: Average.

**: Survival fish number •~ Body weight
.

***: O
zonization: 1.0mg/l TROs for 8.5 min.

****: Ultraviolet irradiation, dose: 6.4 •~ 104 ƒÊW•Esec/cm2

Table 6. Effects of ozonized and ultraviolet irradiated seawater on Japanese flounder at Hirame Culture Center of

 Yoshioka Fishermen's Cooperative Association

*: Average from 100 fish
.

**: Ozone treatment conditions: 1
.0 mg/ l TROs for 8.5 min.

***: Ultraviolet irradiation
, dose: 1.0 •~ 104,ƒÊW•Esec cm.

線処理区),無 処理の飼育用海水(無 処理区)で ヒラ

メを飼 育 し,歩 留 り ・平均全長 を検討 した結果 を

Table6に 示 した。この場合も,オ ゾン処理区の海水

からはTROsは 検出されず,最 終歩留りは71.8%,紫

外 線処理区の歩留 りは71.5%,無 処理区の歩留 りは

67.4%と な り,3区 間 にほとんど差は認められなかっ

た。

考 察

前報1,4)まで に実験室 レベルでの魚類病原細菌やウ

イルスのオゾン処理による殺菌および不活化効果につ

いて検討 してきた。そこで今回は実際に海水をオゾン

処理 した時の生菌数ならびに細菌叢の変化 を検討 し

た。 また,TROsが 魚 に対 して毒性を示すことが知 ら

れているため,オ ゾン処理直後のオキシダントを含む

海水でマツカワ稚魚を飼育 し,魚 毒性の有無を観察し

た。そして,オ ゾン処理 した飼育用海水を活性炭槽を

通 し,オ キシダントを除去 した海水を用い,ヒ ラメの

飼育試験を行い,飼 育成績を未処理および紫外線処理

海水での結果と比較検討 した。

青森県水産増殖センター,福 島町吉岡ヒラメ中間育

成施設および日本栽培漁業協会厚岸事業場内に設置し

たオゾン発生装置で発生させたオゾンを用いて飼育用

濾過海水を殺菌 したところ,3事 業所ともにオゾン処

理後の生菌数は,未 処理海水に比べ99.9%以 上減少し

た。

また,オ ゾン処理直後の菌叢は,グ ラム陽性菌の割

合が増加し,グ ラム陰性菌ではPseudomonas属 細 菌が

大幅に減少し,Vibrio属 細菌は確認 されなくなった。

しかし,活 性炭通過後の菌叢は調査毎に大きく変動 し

,一定の傾向が認められなかった。これは活性炭交換後

の経過時間が影響 している可能性が考えられ,今 後検

討する必要がある。

ところで,オ ゾン処理水またはオゾン処理海水の魚

類に対する毒性が多数報告され,海 水殺菌装置評価基

準5)に よる とマ ダイ,ク ロダイで はTROs濃 度 を

0.03mg/lと した場合50分 間,0.04mg/lで は10分 間の

接触で死亡することが報告されている。この他にも,
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ヒラメ,ノ コギリガザ ミ,ワ ムシについてもオキシダ

ントによる毒性が報告されている。また,Wedemeyer

 et al.7)は残 留オゾンによるニジマスのLC50が0.008

mg/lで あ り,魚 の飼育 には0.003mg/l以 下 とする必

要があるとしている。本報では,マ ツカワ稚魚を用い

てオキシダントによる毒性を検討 したところ,TROs

濃 度0.1mg/lと 設 定 した場合,16時 間後 に,ま た

TROs濃 度 を0.5mg/lと した場合には2時 間後に供試

したすべてのマツカワ稚魚が死亡 した。

そこで,オ ゾン処理後の海水を活性炭槽 に通 し

TROsを 除去 した後,魚 の飼育用海水 として使用 し,

魚類への影響を検討 したところ,青 森県水産増殖セン

ターにおけるヒラメの生残率は,オ ゾン処理区の1水

槽で多少減少 したものの,各 区水槽の平均値では大差

なく,バ イオマス(生 残尾数×魚体重)で 比較 しても

ほとんど差は認められなかった。福島町吉岡ヒラメ中

間育成施設においても同様にヒラメに対する影響を検

討したが,こ の場合 も明確な差は観察されず,オ ゾン

処理海水使用による悪影響は確認されなかった。以上

の結果および魚類病原細菌に対するオゾンの殺菌効

果1,4)か ら推定 してTROs濃 度 を0.5mg/lと し,8.5

分間の処理を行い,活 性炭によりオキシダントを除去

すれば,飼 育用水としての使用が可能であると共に,

この処理で大部分の魚類病原細菌を殺菌できると思わ

れる。

要 約

海 水 の オ ゾ ン処 理 に よる飼 育 水 の殺 菌 効 果 とヒ ラ メ

(Paralichthys olivaceus)と マ ツ カ ワ(Verasper moseri)

の 生 存 率 に 及 ぼ す 影響 に つ い て検 討 した。 飼 育 水 を残

留 オ キ シ ダ ン ト(TROs)濃 度 が0.5と1.0mg/lと な

る よ うに設 定 し,8.5分 間処 理 し た とこ ろ 海 水 中 の 生

菌 数 は99.9%以 上 減 少 し,Vibrio属 細 菌 が 検 出 さ れ な

くな った 。 また,飼 育 水槽 中 のTROs濃 度 を0.1と0.5

mg/lに 設 定 し,マ ツ カ ワ稚 魚 を 飼 育 した と こ ろ,そ

れ ぞ れ16時 間 後 お よび2時 間後 に供 試 した全 個 体 が 死

亡 した。 オ ゾ ン処 理 海 水 を活性 炭槽 に通 し,生 成 した

TROsを 除去した海水でヒラメを飼育 した場合,紫 外

線処理海水および無処理海水飼育群 とほとんど差は認

められなかった。以上の結果および既報の魚類病原細

菌に対するオゾンの殺菌効果から推定 して,オ ゾン処

理は飼育水の魚類病原微生物の殺菌に有効な方法であ

ると思われる。
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